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はじめに
このドキュメントでは、製品の概要、機能、既知の問題と制限事項、互換性情報、VM要件な
ど、Cisco Crosswork Workflow Manager 1.0に関する情報を提供します。

製品の概要
Crosswork WorkflowManagerアーキテクチャは、Kubernetesコンテナオーケストレーションシ
ステム上で動作するマイクロサービスベースのソリューションです。

CWM1.0を使用すると、ネットワーク管理タスクを自動化する独自のワークフローを構築し、
そうしたタスクを低リスクで反復可能なものにできます。CWMは、アダプタを使用して既存
の外部システムおよびアプリケーションに統合できます。アダプタ SDKを使用して環境に合
うようカスタムアダプタを調整するか、次の2つの構築済みアダプタソリューションを使用で
きます。

• Cisco Network Services Orchestrator（NSO）用アダプタ、および

• RESTAPIをサポートする任意の外部システムで使用できる汎用RepresentationalStateTransfer
（REST）アダプタ
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機能
このセクションでは、CWM 1.0で使用可能な機能について説明します。

表 1 : CWM 1.0でリリースされた機能

説明機能

CWMでは、イベント履歴ログと、複数のワー
クフロー実行を実施、再実行、またはキャン

セルするオプションを使用して、ワークフロー

のライフサイクル管理ができます。

ワークフロー管理プラットフォーム

CWMでは、サーバーレスワークフロー仕様に
基づくワークフロー定義にベンダーに依存し

ないドメイン固有言語（DSL）を活用します。

サーバーレスワークフローとDSL仕様に基づ
くワークフロー作成

CWMには、そのコア機能としてグラフィカル
ユーザーインターフェイスがついています。

CWM GUIで使用可能な機能：

•ワークフロー定義の保存と実行。

•ワークフロー定義とワークフロー実行の
管理。

•ワークフロー実行のログと履歴の確認。

•ワーカーの追加。

•管理アクティビティ：ユーザーアクセス
と権限の管理。

グラフィカルユーザインターフェイス

CWMは、vSphere vCenterを使用して OVAイ
メージを展開することにより、ゲスト仮想マ

シンとしてインストールされます。

VMware vSphereでの OVAファイルを使用し
た簡易インストール

CWMAPIは Swaggerを介して公開されます。
また、Postmanコレクションとしても使用でき
ます。

ノースバウンド統合とAPIPostmanコレクショ
ン用の Swagger対応 REST API

CWMには 2つのアダプタが付属しているた
め、Cisco NSOおよびRESTAPIが有効になっ
ているシステムとの統合が可能です。

NSOおよびREST API用のすぐに使用できる
アダプタ

アダプタを構築して、外部システムやアプリ

ケーションと統合できます。

カスタムアダプタを構築するための SDK
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説明機能

ワークフローはシステム内の障害から回復可

能です。

ワークフローの耐障害性

管理者による、GUIを使用したユーザーアク
セスと権限の管理を可能にする機能です。

CWMによって、ローカル、LDAP、および
SAMLユーザーをサポートする単一認証エー
ジェントが有効になります。

LDAPおよび SAML SSO認証をサポートする
アクセス管理

CWMを通じて、Kubernetesコマンドライン
ツール（kubectl）を介した正常性管理と、
GrafanaLokiでログを表示するための可用性が
もたらされます。

正常性の管理とログ

CWMには、直ちに実行できるようすぐに使用
可能なサンプルワークフローが含まれている

ので、CrossworkWorkflowManagerで使用され
るワークフロー作成の学習曲線をスピードアッ

プさせます。

サンプルワークフロー

既知の問題と制限事項
ここでは、既知の問題と制限事項について説明します。
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表 2 :既知の問題と制限事項

説明問題/制限事項

CWM 1.0では、以下のサーバーレスワークフ
ロー仕様で提供される機能のサブセットをサ

ポートしています。

•アダプタアクティビティへのカスタム関
数タイプのマッピング

•ワークフローの状態：

•動作状態

•スイッチの状態（データ条件のみ）

•スリープ状態

•注入状態

• ForEach状態

•並列状態

•再試行定義

•ワークフローデータ

•データ入力

•データフィルタ

•状態データフィルタ

•アクションデータフィルタ

•データのマージ

•ワークフロー式：jqバージョン1.6を使用
して定義

•ワークフロー操作

•関数参照のコール

•ワークフローの補正

サーバーレスワークフローの制限付き機能サ

ポート

キーボード（タブまたはラベル）を使用して

UIの要素にアクセスできない、タブシーケン
スがUIに表示されるフィールドに従っていな
い、フォーカスがある項目を簡単に識別でき

ないなどの既知の問題がいくつかあります。

軽微なアクセシビリティの問題
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https://github.com/serverlessworkflow/specification/blob/main/specification.md#defining-custom-function-types
https://github.com/serverlessworkflow/specification/blob/main/specification.md#defining-custom-function-types
https://github.com/serverlessworkflow/specification/blob/main/specification.md#operation-state
https://github.com/serverlessworkflow/specification/blob/main/specification.md#switch-state
https://github.com/serverlessworkflow/specification/blob/main/specification.md#sleep-state
https://github.com/serverlessworkflow/specification/blob/main/specification.md#inject-state
https://github.com/serverlessworkflow/specification/blob/main/specification.md#foreach-state
https://github.com/serverlessworkflow/specification/blob/main/specification.md#parallel-state
https://github.com/serverlessworkflow/specification/blob/main/specification.md#workflow-expressions
https://github.com/jqlang/jq/releases/tag/jq-1.6
https://github.com/serverlessworkflow/specification/blob/main/specification.md#functionref-definition
https://github.com/serverlessworkflow/specification/blob/main/specification.md#Workflow-Compensation


説明問題/制限事項

新しいワーカーを作成すると、小さなメモリ

リークが発生します。この問題は、ほとんど

の標準的な使用例でシステムパフォーマンス

に影響しません。

ワーカーの作成時に軽微なメモリリークが発

生する

互換性情報
ここでは、互換性情報について説明します。

表 3 :互換性情報

サポートされるバージョンハードウェアおよびソフトウェア

v3プロトコルバッファ（Protobuf）

v0.8サーバーレスワークフロー仕様

v2.0Swagger

vSphere 7.0VMware vCenter
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


